平成22年度ＪＡ全青協「手作り料理コンテスト2010」開催要領
平成２２年６月９日

全国農協青年組織協議会
１．趣旨

　近年の食料自給率低迷の一要因として、食の外食・中食志向の進行が挙げられる。しかしながら、食の安全・安心問題や景況感の悪化が世間を取り巻く昨年来、家庭料理の良さが見直されつつある。内食回帰の機運を醸成することは、国産農畜産物の需要拡大や、地産地消の更なる推進を図るためにも重要である。
ＪＡ全青協では、このような潮流を受け、ＪＡ青年部員（盟友）自らが地元の食材を活用して郷土食豊な料理をつくることで、消費者とともに家庭料理の良さや国内農業振興の重要性を再確認する契機とするため、料理の腕前を競う標記のコンテストを開催する。
なお、イベントの開催に際しては、「みんなのよい食プロジェクト」と連携し、同プロジェクトが用意する支援策を活用する。

２．主催　全国農協青年組織協議会

３．日時　平成２２年１１月１２日（金）　１５：００～１８：００
開会式　　　 １５：００～１５：１５
調理時間　　 １５：３０～１６：３０
審査準備　　 １６：３０～１７：００
試食・審査・表彰　　 １７：００～１８：００
４．場所　ごはんミュージアム（東京国際フォーラム地上広場）
〒100-0005東京都千代田区丸の内3丁目5番1号
５．テーマ　「大切な人のために作るお弁当」

６．応募にあたっての留意点
（１）参加者の条件
ＪＡ青年部員（盟友）であることを参加資格とする。参加者の名義は個人・団体ともに可とするが、本大会出場時に調理を行うものは２名（代表者ならびに補佐）までとする。

（２）応募内容（詳細は別添の応募様式を参照）
　応募は青年組織１支部につき１作品とし、オリジナルで未発表のものに限る。

※支部単位の応募により１青年組織より複数の応募は可とする。

書類審査への応募にあたっては、別添の応募様式に基づき、「弁当」レシピ、写真、食材に関するエピソード、誰のためにつくったのか、食べる人へのメッセージ等の必要事項を記載し、下記あて必ずｅメールにて応募する。
（３）応募期限　平成２２年９月２４日（金）
（４）応募先・問い合わせ先
　本コンテストにかかる応募先および問い合わせ先は、直接下記に行うものとする。
㈱全農ビジネスサポ－ト　広告企画部　担当：宮崎・宮本
〒101-0047　千代田区内神田1-1-12 コ－プビル
tel：03-3296-8676　fax：03-3296-8929　e-mail:miyazaki-yas@z-bs.co.jp

７．コンテストの進め方

（１）事前審査（予選）
本大会に進出できる参加者は各ブロック１組のみとし、各ブロックの代表を決定するための事前審査として、１０月上旬に書類審査を実施する。

※応募状況は逐次全青協掲示版等で公開することとし、原則として県・ブロック段階等での応募の取りまとめは実施しない。
なお、別途県・ブロック段階での予選を実施する場合は個別に対応する。
（２）本大会
・　書類選考を通過した参加者は、１１月に開催する本大会への出場権を獲得する。
・　事前に提出したレシピに基づいて実際に調理を行い、審査員が下記の審査基準に基づいて最優秀賞を決定する。
・　コンテストのスタッフとして、総合補助係（器具の移動・洗浄等）を全体に計３名配置する。
· 応援者は１組織あたり１０名までとする。

· 一般消費者にも広く参加を呼び掛ける。

· 11月12(金)～13日(土)全国消費者大会開催（予定）
８．審査項目

　以下の審査項目に基づいた審査を行う。審査員は管理栄養士・調理師・報道関係者等で構成する。

（１）事前審査　審査項目
①　ストーリー性について

　・　誰のために作った弁当か

・　その人に対する思いとメッセージ

②　使用食材について

・　地元産農畜産物の活用度合

・　使用食材にまつわるエピソード（青年部がブランド化した野菜等）　
③　料理の完成度について
・　見た目の良さ（写真で判断）
　　・　お弁当全体の栄養バランス
・　コストパフォーマンス（高価な食材を多用しすぎている場合は減点対象）
④　青年部オリジナリティーについて
・　豪快さ、簡便さ、地域の郷土性、伝統の味・・・等
（２）本大会　審査項目

上記項目に加え、料理の完成度「味、見た目の良さ（現物で判断）」を総合的に判断する。　※事前審査と本大会の時期の違い等による使用食材の変更は可とする。
９．本大会進出にあたっての留意点
（１）調理時間・数量
　・　調理時間は１時間～１時間３０分とし、５人分の弁当をつくる。
　　　ただし、容器に入った弁当は審査・撮影用に１つとし、残り４人分は審査・試食用に一口大に切り分け、試食用皿数枚に盛り付ける（審査員用５枚＋残り一般試食用）。
（２）使用食材の準備
・　食材は全量を各出場組織が調達し、会場に持参する。
・　食材の調達にあたっては、通常のスーパー等での販売価格を目安として一人分１,０００円以内（予定）とし、総額５，０００円以内（５名分）に収まるようにする。
　　なお、余った食材は各各出場組織が持ち帰ることとする。

・　調達にかかる費用については、上記金額を全青協が負担し、仮に超えた金額分は各組織が負担する。※（注）
（３）会場の設備について
　・　各参加者に配備される調理器具（電子レンジ、炊飯器、ミキサー等他の電気調理器具やまな板・ボウル等の調理器具、食器等）については、各出場組織が決定次第、代表者と相談のうえ、必要数量を用意する。
※別紙「ごはんミュージアム備品リスト」参照
・　試食にかかる皿・割り箸等の資材は全青協で準備するが、審査・撮影用の弁当容器（数量１）は各出場組織で準備することとし、素材・大きさ等の制限は行わない。

（４）参加に係る費用の支払いについて

　・　出場者２名の往復旅費、１２日の宿泊費は全青協が負担する。※（注）
　　　ただし、宿泊の手配は各出場者が行う。
（５）その他

　・　食材の持ち込み・保管方法や、使用する器具類の把握や持ち込みの有無、事前打ち合わせのスケジュール等、本大会出場に際して必要となる詳細な情報については、事前審査の結果と共に各出場組織の代表者と直接打ち合わせを行うこととする。

　　※（注）食材費および旅費等の費用は、本大会開催1週間前までに各出場組織の指定する口座に振り込む。
１０．表彰
　　最優秀賞　　　　１組織（賞金として５万円進呈）
全青協会長賞　　５組織

・ＪＡ全国大会にて最優秀受賞組織を表彰する（表彰状はＪＡ全青協会長名）。
· 最優秀賞に輝いた弁当は、全青協ホームページ・日本農業新聞・地上等に掲載する。
・　ＪＡビル４階「農業・農村ギャラリー」にて販売する弁当として、１２月上旬に期間限定で販売の予定（販売にかかる食材費や運営費等は全青協が負担する）。
ただし、販売価格との兼ね合いや食材の希少性などにより全く同一のレシピの再現が困難な場合は、品目の制限や代替食材を用いる等、内容の調整を行うことがある。　

※昨年の例；650円×20食×３日間実施し、いずれも完売（原材料費は販売価格で賄った）。

１１．その他

　  ①応募書類は返却しない。

　 ②規定違反が明らかとなった場合は、入賞決定後も取り消しする。
　  ③次年度以降の実施については、今年度の応募状況等を勘案して検討する。
以　上
